
 
 
 

４.   消波根固めコンクリート 
ブロックの製作管理基準 

 
 

検指第334号  
平成１１年 ４月 １日 制定 

消
波
根
固
め
コ
ン
ク
リ
ー
ト 

ブ
ロ
ッ
ク
の
製
作
管
理
基
準



.



4-1 

 

波根固ブロックの製作管理基準 
 
１．適用範囲 
この基準は、神奈川県内の河川工事に使用する消波根固用コンクリートブロック（以

下「コンクリートブロック」という。）の製作に適用する。 
 

２．コンクリートの配合 
 

 

 
３．品質管理基準及び規格値 
種

別 
試 験 項 目 試験方法、測定項目 規 格 値 試験基準、測定基準  

工 
 
 
    

 
場 

骨 材 の 粒 度 ＪＩＳ Ａ １１０２  必要に応じて  

細骨材の表面水量  ＪＩＳ Ａ １１１１  午前・午後各１回  

骨 材 の 安 定 性 ＪＩＳ Ａ １１２２  産地の変わる都度  

ス ラ ン プ ＪＩＳ Ａ １１０１  午前・午後各１回  

空 気 量 ＪＩＳ Ａ １１２８    

圧 縮 強 度 ＪＩＳ Ａ １１０８ 
１９５㎏ｆ／㎝2以上

（１９．１Ｎ／㎜2） 
１回３本／日 

一日の打

設が１０㎥

未満の場

合は適用

しない。 

施 
 
 
 
 
 
工 

外 観 目  視 ※１による 全数行なう。  

圧 縮 強 度 

 

＋１５㎜ 
－ ５㎜ 

同種のコンクリートブ

ロック１，０００個又は、

その端数を１組とし、

１組について任意に３

個を抜き取り測定し、

２個以上適合しなけれ

ばならない。又、１個

だけ適合の場合は、不

適合のコンクリートブ

ロックを除き、その組

から更に任意の６個を

抜き取り測定し、全数

適合すればよい。 

 

※１ 外観は、その質が密で、有害なきずがなく、上面は平で外観がよくなければならない。 

粗骨材の最大寸法 圧  縮  強  度 ス ラ ン プ 

４０㎜以下 
１９５㎏ｆ／㎝2以上 

８±２．５㎏／m2以上 
（１９．１Ｎ／㎜2） 


